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■登録事業の概要

(1)事業名及び代表者名
株式会社北陸工建

代表取締役　島崎　豊

(2)所在地
石川県金沢市米泉町7丁目23番地2

(3)設立、創業　　1966年5月

(4)資本金　　　　 4800万円

(5)環境管理責任者及び担当者連絡先
責任者 ： 代表取締役　　島崎　豊

担当者 ：管理部係長　森　陽子

連絡先 ： TEL 076-242-8221

　　　  　　 FAX 076-241-9543

            e-mail : hokuriku@hrko-ken.jp

(6)事業活動の内容
土木工事業・建築工事業

(許可番号：石川県知事許可　特-29　第14585号）

(7)事業の規模 (2023年9月30日現在)

年間売上高 ： 18 億円

従業員数 ： 24 名(社長含む)

事業所敷地面積 ： 944.64㎡＋資材置き場556㎡

(8)事業年度　　  2022年10月1日　～　2023年9月30日

(9)認証登録の対象組織・活動
：　本社及び作業所

：　土木・建築業

認証登録の対象範囲

活動
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■環境経営方針

●代表者の思い
　　私たちの建設活動から発生する、直接・間接の環境負荷を低減するため、

　　自主的・積極的に環境保全活動に取り組みます。

●環境保全への行動指針

1. 次の事項について環境経営目標、活動計画を定め、継続的な改善に努めます

① 電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物の削減及び再資源化の促進

③ 排水量(又は水使用量)の削減

④ グリーン購入法に基づいた、環境に配慮した資材の購入または調達

⑤ 使用資材の化学物質の削減

⑥ 環境に配慮した製品又はサービス、建築・土木の工法推進

⑦ やり直し工事(ISO9001における不適合工事)をなくす

　　　　（ISO9001にて対応）

2. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

環境経営方針は環境への取り組みの基本的方向を明示し、全社員に周知及び

協力会社へ環境経営方針の協力を要請する。

2003年　11月　21日　　制定

2019年　12月　19日　　改定

代表取締役

　　　島崎　豊

株式会社北陸工建　環境経営方針
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■環境経営にかかわる運営体制(2023年10月1日現在)

ＥＡ２１の環境経営システムを構築・運用し環境への取組を

実施するために効果的実施体制を構築する

全従業員

協　　力　　会　　社

代表者 

島崎　豊

環境管理責任者 環境管理担当者

島崎　豊 森　陽子

建築土木　統括部長

工事部・設計部管理部

土木部・営業部 建築部・営業部
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環境経営に関する統括責任

環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

環境管理責任者を任命

環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境経営目標・環境経営計画書を承認

代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

環境経営レポートの承認

環境経営システムの構築、実施、管理

環境関連法規等の取りまとめ表を作成及び確認

環境経営目標・環境経営計画書を作成及び確認

環境経営の取組結果を代表者へ報告

環境経営レポートの作成及び確認

環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

環境経営の実績集計

自部門における環境経営システムの実施 外部コミュニケーション窓口

自部門における環境経営方針の周知 （苦情・要望等）

自部門の従業員に対する教育訓練の実施 内部コミュニケーション窓口

（要望等）

特定された項目の手順書作成及び運用管理 文房具のグリーン購入(管理部)

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 事務所節電管理(管理部)

建設現場における環境経営システムの実施

建設現場における環境経営方針の周知

建設現場の作業員に対する教育訓練の実施

建設現場に関連する環境経営計画書の実施

特定された項目の手順書作成及び運用管理

建設現場の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、訓練の実施

建設現場の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加

協力業者への教育及び環境への取組要請

環境経営方針の理解と環境経営への積極的参加

建設現場での環境経営目標の遵守

環境管理責任者

各部門長

建設現場責任者
(現場代理人)

全従業員

協力会社

代表者(社長)

担当 役割・責任・権限
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■環境経営負荷(過去3年分)の実績

百万円

kWh

kWh

kWh

ℓ/年

ℓ/年

ℓ/年

km/ℓ

t/年

t/年

t/百万円

％/年

t/年

kg/年

㎥/年

品目

件/年
5 5

592 1,837

ガソリン使用量

軽油使用量

自動車燃費向上

14,722

240

580

項　目 単位

二酸化炭素排出量の削減　　

電力①（従量電灯）

33,336

環境に配慮した工法
の提案・推進 3

売上高

電力②（低圧電力）

688

2023年度実績2021年度実績 2022年度実績

15,648

12,505

0.44

33,136

916

37,948

914

16

357

100

91.5

0.73

16

10.92

灯油使用量

電力　（現　場）

3,793

産業廃棄物
総排出量 958.18

一般廃棄物量

産業廃棄物総
排出量（原単位）

産業廃棄物
資源化率

11.4

kg-CO2

4,136

12.0

16

4,049

614

319.36

13,718

76.7

214

13,066

9,383 18,124

280

296

8,200

13,984

0.35

90.8

0.54

11.25

特別管理産業
廃棄物総排出量

12.6

1.05

650.01

　　　 

※注： 購入電力の二酸化炭素排出係数は北陸電力㈱の0.593kg-CO2/kWhを使用しています。

0.54

グリーン購入推進

0.89

コピー用紙使用量の削減

91
水使用量の削減

106

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減
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■中期の環境経営目標(2023年度～2025年度)

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

kg-CO2 33,136 32,805 32,473 32,142

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

kWh 13,066 12,935 12,805 12,674

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

kWh/年 15,648 15,492 15,335 15,179

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

kWh/年 9,383 9,289 9,195 9,102

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

ℓ/年 4,049 4,009 3,968 3,928

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

ℓ/年 240 238 235 233

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

ℓ/年 214 212 210 208

％ 対基準値比 1％向上 2％向上 3％向上

km/ℓ 12.6 12.7 12.9 13.0

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

t/百万円 0.54 0.53 0.53 0.52

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

t/年 10.92 10.81 10.70 10.59

％ 対基準値比 1％向上 2％向上 3％向上

％/年 76.7 77.5 78.2 79.0

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

t/年 0.73 0.72 0.72 0.71

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

kg/年 614 608 602 596

％ 対基準値比 1％削減 2％削減 3％削減

㎥/年 100 99 98 97

- 対基準値比 現状維持 現状維持 現状維持

品目 16 16 16 16

％ 対基準値比 1件向上 2件向上 3件向上

件/年 5 6 7 8

※注：購入電力の二酸化炭素排出係数は北陸電力㈱の0.593kg-CO2/kWhを使用しています。

　　　  

2025年度目標
基準値

(2022年度)
2023年度目標項　目 単位

コピー用紙使用量の削減

環境に配慮した工法の
提案・推進

電力①（従量電灯）
（排出係数：0.593）

産業廃棄物資源化率

一般廃棄物量

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

産業廃棄物総排出量

特別管理産業廃棄物
総排出量

グリーン購入推進

灯油使用量
（排出係数：2.49）

2024年度目標

二酸化炭素排出量の削減　　　　

ガソリン使用量
（排出係数：2.32）

電力（現場）
（排出係数：0.593）

電力②（低圧電力）
（排出係数：0.593）

軽油使用量
（排出係数：2.58）

自動車燃費向上

水使用量の削減
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■今年度環境経営計画

①エアコン温度の設定と実行(夏：28℃　冬：25℃)

　　→エアコンに温度設定を表示

②冷暖房・パソコンは退社時電源OFFの徹底

①低公害車両に切替

②アイドリングストップの実施

③運転方法の配慮

　　→急発進・急停車・空ふかしなどをしない

ガソリン削減方法に同じ

①不在時のストーブOFF徹底

②ファンヒーターの小まめな温度調整

①無駄を省いた購入計画

　　→残土を盛土に転用するため、ストックヤードを

　　　確保（現在検討中）

②ごみの分別の徹底

　　→中間処理業者との情報提供、適正処理の指導

③廃棄物の減量化、有用なものを再利用(再資源化)

　　→再生砕石・再生アスファルトなどの利用促進

④廃棄物置場を決め、ルールを守る

①個人での無駄を省いた購入

②会社内のごみ箱での分別

①印刷ミス・ミスコピーの削減⇒再利用の掲示

②社内資料は裏紙の再利用を徹底する

③電子媒体(Email、クラウドシステムなど)を活用する

④手戻りをなくす、余計な書類を書かないような方法

と簡潔な作文方法を検討する

①水回りに「節水」を呼びかける案内

　　→「節水」シールの貼付表示

②チラシを掲示し、節水を心がける

②エコ事務用品以外の商品購入の拡大

③現場で購入する資材もグリーン商品やリサイクル

　商品の購入を検討する

①環境に配慮した工法の導入

②環境に配慮した施工計画(工期の短縮など)

　　→建設段階で適切な対策をとる(廃棄物適正処理

　　　・省エネ・運搬車両の排ガス抑制・コスト縮減・現

　　　地指導継続実施)

　　　騒音・振動の防止、ダイオキシン・油漏れ対策

　　　顧客からの指定環境項目に対応、技術提案

工事部・設計部

責任者

環境管理責任者

工事担当者

〃

管理部

〃

①グリーン購入の推進のための環境学習を取り入れる

　　→各アイランドで最終退場者を明確にして遵守する

軽油使用量238ℓ/年
以下に削減

ガソリン使用量4,009ℓ/年
以下にする

〃

管理部
コピー用紙使用量

608ｋｇ/年以下に削減

管理部

管理部

活　動　内　容　項　目 環境経営目標

電気使用量2022年度
の　目標値から1％減

にする

廃棄物排出量の削減

二酸化炭素
排出量の削減

一般廃棄物量
0.72ｔ/年以下に削減

自動車燃費12.7km/ℓ
以上に向上

灯油使用量212ℓ/年
以下に削減

産業廃棄物総排出量
0.53ｔ/百万円以下に

削減

リサイクル率
77.5％/年以上に向上

環境に配慮した工法
の提案・推進

工法の導入または
施工計画の技術提案

6件/年

水使用量99ｔ/年
以下に削減

水使用量の削減

グリーン購入品目
16品目/年以上を維持

グリーン購入の推進
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SDGs(持続可能な17の目標)とは

世界中の様々な国で環境問題(気候変動)・貧困・紛争・人権問題・

新型コロナ等の感染症、多くの課題に直面しています。このままで

は安定してこの世界で暮らし続けることが困難になっていくのでは

ないか。そう心配される状況になってきました。SDGｓとは「持続可

能な開発目標」。簡単に言うと「世界中にある環境問題・差別・貧

困・人権問題といった課題を、世界のみんなで2030年までに解決し

ていこう」という計画・目標のことです。

※「持続可能な」という部分は、「人間の活動が自然環境に影響を与え
ず、その活動を維持できることを意味してます。(改善する動きを)長期間
に渡って、実施続けられる」という意味。
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全
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

安
全
な
水
と
持
続
可
能
な
管
理

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
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に
・
ク
リ
ー

ン
に

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

つ
く
る
責
任

、

つ
か
う
責
任

気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
の
軽

減 陸
生
生
態
系
の
保
護
及
び
生
物

多
様
性

1 ● ●

土木工事・建築工事での
燃料の使用量の削減 ● ●

事務所における電気の
使用量の削減 ● ●

3 ●

4 ● ●

5 ●

6 ●

7 ●

施工技術の向上 ● ● ● ● ●

交通事故防止
・　緊急時対応 ● ●

交通整理・道路清掃 ● ●

地域のイベントへの参
加 ●

⑧中期環境経営目標(2022年以降)
当社の環境経営方針に基づき、SDGsとの関連を明確にして環境経営目標を設定
し社会問題の解決に取り組んでいきます

地域の住まい環境及び自然環境の保全に資
する工事の積極的受注

2
二酸化炭素排出量
の削減

産業廃棄物の抑制と再資源化

紙の使用量の削減及び再資源化

水使用量の削減

環境に配慮した工法

グリーン調達・グリーン購入の推進

8 その他

ＳＤＧｓの目標

県境経営目標項目

10



■運用期間中の実績評価

評価の表示方法　「○」…目標達成　「×」…目標未達成　「－」…目標未評価 評価日：2023年10月27日

　　　　　　　　　　　 「△」…目標ほぼ達成 評価者：森川

●二酸化炭素排出量の削減

目標値 実績値 実績/目標 評価

●電力①（従量電灯）の削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●電力②（低圧電力）の削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●電力（現場）の削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●ガソリン使用量削減
目標値 実績値 実績/目標

●軽油使用量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●灯油使用量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●自動車燃費量向上
目標値 実績値 実績/目標 評価

12.7 12.0

0.94 〇
引続きアイドリングストップを意識し、急停車・急発進・
空ふかし等が無いようにしたい。

km/ℓ km/ℓ

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

遠方の現場を同時期に受注し、移動用の軽油燃料のリース
車等も増えて、使用量が増えた。ガソリン車同様、引続き
アイドリングストップを意識し、急停車・急発進・空ふか
し等が無いようにしたい。

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

0.97

評価及び今後の取組

目標値より少し下回った。前期より従業員数が減った事や
現場が多くなった為、現場事務所に常駐し本社事務所にい
る人数が減った事が関係しているのではないかと思われ
る。引続き小まめな消灯とアイランド毎の消灯の徹底を心
掛けたい。

0.95
上記同様で有ったり、働き方改革での残業が少なくなった
為ではないかと思われる。設定温度の遵守を心掛けたい。

32,805 37,948

kg-CO2 kg-CO2
1.16

二酸化炭素排出量は目標値を上回ったが、各評価では下
回ったものが多かった。評価及び取組は各評価にて。

ℓ ℓ

12,935 12,505

ｋWｈ ｋWｈ

14,722

kWh kWh

15,492

1.03

評価及び今後の取組

238 296

ℓ ℓ
1.24

4,009 4,136 現場事務所への直行直帰が多くなり本社事務所からの社有
車使用が減ったが目標値よりは若干実績値が増えた。引き
続きアイドリングストップを意識し、急停車・急発進・空
ふかし等が無いようにしたい。

×
212

ℓ/年

今期は冬場の気温が低い日が多く有り、足元の寒さから
ファンヒーターの使用も多かった。引続きファンヒーター
は必要な時だけの使用と温度設定も小まめにして行きた
い。

280

ℓ/年

1.32

×

〇

〇

〇

×

9,289 18,124

1.95 ×

工事受注が多くなり現場事務所が多数になった事や今
年の夏場の猛暑でのエアコンの頻度が多くなった為、
実績値が目標値を上回った。今後は現場事務所でも設
定温度の遵守を心掛けたい。kWh kWh
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●産業廃棄物総排出量削減について

目標値 実績値 実績/目標 評価

●特別産業廃棄物総排出量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●一般廃棄物量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●コピー用紙使用量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●水使用量削減
目標値 実績値 実績/目標 評価

●グリーン購入推進
目標値 実績値 実績/目標 評価

●環境に配慮した工法の提案・推進
目標値 実績値 実績/目標 評価

■次年度（2024年度）の取組内容

2024年度の取組目標を達成するために、2023年度と同様の取組内容を継続します。

0.53 0.35

10.81 11.25

〇

0.92

1.04

t/年

99 91

6

評価及び今後の取組

工事件数が増えたので若干の実績値が上回った。この項目
は工事内容に依って変動が有るが、産廃の際は法令を遵守
した処理を行う。

0.75
目標値より下回った。人員が減ったり社内書類は裏紙使用
率が増えたためだと思われる。引続き使用できるものは使
用すると言う意識を心掛けたい。

評価及び今後の取組

t/年

5

社内書類等は裏紙を使用したり、提出書類等は直接PDFに
するなどの電子化にしたことが削減になったと思われる。
これからも引続きメールやクラウドの利用で、削減に努力
したいと思う。

この数値は例年通りの購入目標で継続していきたい。

t/百万円

ｋｇ/年

ｔ/年 ｔ/年

608 580

ｋｇ/年

0.72 0.54

t/年

件/年 件/年

評価及び今後の取組

目標値よりわずかに使用量が減った。人員の減少が主な理
由ではないかと思うが引続き一人一人が節水活動の継続を
してもらいたい。

0.83
今期はそれぞれに環境に配慮した工法の提案や推進が有っ
たが、目標値より下回った。今後もこのような工事の提案
をして行きたい。

評価及び今後の取組

〇

t/年

1.00

0.95

16 16

品目 品目

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

0.66
ＪＶ工事の売上が大きく、産廃はＪＶの為加算されなかっ
た事も有り評価が上がった。今後もなるべく産廃物を出さ
ないような材料の使い方をしたい。t/百万円

×

△

〇

〇

〇
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■環境関連法規等の遵守状況及び評価結果、最新版確認、違反・訴訟の等の有無

法規制変更情報の入手方法 最新版確認

・環境法令は環境省ホームページで確認する。 日付：2023/10/27

･条例は自治体例規集で確認する。 確認者：森川　誠

廃棄物処理法 委託先の許可確認
委託契約の締結
契約書の５年間保存

産業廃棄物 マニフェストの交付、回収、照合
Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票の保管（５年間）
各関係者への報告（石川県・金沢市等）
廃棄物を自らの責任において適正に処理する

一般廃棄物 廃棄物の減量化に努める
国及び地方公共団体の施策に協力する

労働安全衛生法 レベル１の場合は作業開始前１４日前までに労働基準監督署に
建築工事計画戸届を提出
レベル２の場合は作業開始前に提出
作業主任者の選定
事前調査結果等の表示

資源有効利用促進法 解体工事、土工事、外構工事、型枠工事、木工事での指定副産物の
発生抑制（施工方法、資材選択）・再利用・再生利用・再資源化努力

建設リサイクル法 発注者への書面による計画等説明
工事着手する日の７日前までに必要事項を県知事に届出
発注者へ書面による完了報告
・分別解体
・再資源化等の促進
・再生資源の使用

家電リサイクル法 （テレビ・ｴｱｺﾝ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機）
小売店へ料金を支払い引き渡し、領収証を受取る。

オフロード法 適合証明　
平成26年1月施行前販売証明

フロン排出抑制法 【使用時】
機器は適切な場所に設置する
機器の点検（簡易点検・専門点検）を実施する
漏洩防止の措置をする
点検等履歴の保存をする
【廃棄時】
廃棄時フロン類の適正かつ確実な回収・破壊の処置をする
→登録回収業者に委託する
   引渡しに書面（回収依頼書）を交付する

建築基準法 石綿含有建材の使用禁止
内装仕上げの規制
換気設備の義務付
天井裏等の制限

騒音規制法 特定建設等の届出 開始７日前
作業敷地境界にて８５デジベル以下

振動規制法 特定建設等の届出 開始７日前
作業敷地境界にて７５デジベル以下

悪臭防止法 アスファルト防水材加熱時の悪臭削減剤の使用
臭気の著しい溶剤、塗料等を使用する場合の1回での作業量や
時間帯の検討

消防法
少量危険物の取扱 ガソリン　２００ℓ　　　 灯油、軽油等　１０００ℓ
消防計画
水質汚濁防止法 事業場からの公共用水域への排出、

及び地下水への浸透の防止
顧客との取り決め 騒音の出る工事はAM8:30～PM17:00まで
(㈱トランテックス・ 火気使用時は消火器とバケツの用意、消火栓位置の把握
　ジェイバス㈱より） 決められた場所での喫煙

森川　誠

森川　誠

森川　誠

森川　誠

森川　誠

森川　誠

森川　誠

森川　誠

○

○

（解体工事80㎡以上、
新築・増築工事５００
㎡以上、修繕1億円以
上、土木工事５００万
円以上）

森川　誠

森川　誠

○ 森川　誠

○

○

○

○

○

○

○
近藤　春夫

岡崎　武司

森川　誠

○

○

森川　誠

環境法令等 要求事項
順守
評価

○
（解体・改修工事に伴
う石綿等の除去工事）

評価者

（悪臭発生の可能性
のある作業　塗装工
事・アスファルト防水
工事等）

○
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建設工事公衆災害 付近居住者等への周知
防止対策要要綱 騒音防止の措置
学校環境衛生の基準 測定項目（必須）　ﾎﾙﾑｱﾙﾋﾃﾞﾄ､ﾄﾙｴﾝ　

　　　　　　（任意）　ｷｼﾚﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ

廃棄物の発生抑制、時間外近隣協定
発注者、顧客からの要望

金沢市環境保全条例 特定建設作業の追加
  アースオーガーと併用する杭打ち作業
  インパクトレンチを使用する作業
  コンクリートカッターを使用する作業
  ディーゼル発電機を使用する作業

石川県ハンドブック 環境にやさしい企業活動

2）違反、訴訟等
現状関連法規制等の一覧及びそれらの遵守状況を確認した結果、過去3年間、関連関係法違反及び、訴訟の
事実はありません。
又環境関連法規は自主的及び定期的にチェックし問題のないことを確認しています。

森川　誠

森川　誠

○ 森川　誠

○

○

○

（学校の新築・改修工
事）

作業所で同意する要
求事項

評価者

森川　誠

森川　誠

環境法令等 要求事項
順守
評価

○
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■代表者による全体評価と及び総括、課題

環境経営方針 必要 不必要

環境経営目標 必要 不必要

実施体制 必要 不必要

その他  計画 必要 不必要

以上

環境に対する啓蒙は浸透されつつあるようだし、記録等も整理が届きつつある

　設定をすること。

  に移行する為目標も併せて見直す

環境活動評価プログラムの解説を社員全員に浸透させる

電力使用量は減少した。

現場員及び職方（下請業者）が不足している状態が今後しばらく続くと

コロナ沈静化により工事量の増加が見られるものの（特に民間工事）

　　　　島崎　豊

今後も資源使用量の削減や維持等、朝礼や月例会議で周知するように努めたい。

設定温度などの徹底をして行きたい。
低圧電力と灯油使用は何分天候に左右されることなのですが、

代表取締役

認識も社内に有るムードなので持続していきたい。

2023年　10月　27日

と思う。
紙の使用量は電子化と捺印削除は時代の流れなので最大限活用して行くべき

行かなくてはならないと思う。

　また社屋の規模が大きくなる為、規模に合わせた

思われる。民間顧客の産廃に対する意識も向上して来ており、

アスベスト及び産廃処分の理解も得られて来ているが、

金額など上がる理解が難しくなる事により今後はその説明・対応も考えて

全員への指導事項

それに伴い現場での電力使用が増えたが、それに反比例して本社事務所での

・ＥＡ２１建設業向けガイドライン２０１７年版にスムース

改善への意見

社長評価結果

評価内容

今期はコロナも少しづつ治まり受注工事も増えて来た為、現場常駐人数が増え

⑤環境法規制の確認と変更の有無

収集した資料

・前年度目標を継続して活動する。

変更の必要性
の

判断

現     況

①ＥＡ２１システム（ガイドライン）の内容

②１年間の環境に対する顧客要求情勢

④環境経営目標達成状況と環境経営計画実施状況

③１年間のシステム運用状況

・前年度目標を継続して活動する。

15


	表紙
	組織の概要
	環境経営方針
	環境経営にかかわる運営体制、役割・責任・権限
	過去3年の環境負荷実績 
	中期の環境経営目標
	今年度環境経営計画
	SDGｓとは
	中期環境経営目標（SDGｓ）
	運用期間中の実績総括
	環境関連法規
	代表者による全体評価と見直しの結果

